
「やまこし復興交流館おらたる」を拠点とした自動運転サービス 

第１回 地域実験協議会 

議 事 次 第

【日時】平成 30年11月16日（金） 
13時30分～15時00分 

【場所】やまこし復興交流館おらたる

2F 大ホール 

１．開 会

２．挨 拶

３．出席者紹介

４．議  事

（１）地域実験協議会の設立趣意及び規約について

（２）実証実験の概要について【資料1】 

（３）ビジネスモデルの内容について【資料2】 

（４）実験車両及び実証実験の計画（案）について【資料3、4】 

（５）意見交換等

５．閉 会
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「やまこし復興交流館おらたる」を拠点とした自動運転サービス 

地域実験協議会 設立趣意書 

１．設立の趣意 

中山間地域では高齢化が進行しており、日常生活における人流・物流の確保

が喫緊の課題となっている。 

国土交通省では、こうした地域の拠点を核として、著しく技術が進展する自動

運転車両を活用することにより、 

① 買い物や通院など高齢者の生活の足の確保

② 宅配便や農産物の集荷など物流の確保

③ 観光への活用や新たな働く場の創出

など、地域生活を維持し、地方創生を果たしていくための路車連携の移動シス

テムを構築することを目指して、昨年度より地域での実証実験に取り組んでい

る。 

長岡市山古志地域の「やまこし復興交流館おらたる」は、中越大震災メモリアル

施設としてオープンした施設で、震災展示施設に留まらず交流スペースを置き、地

域住民も多く訪れる総合案内所（地域の玄関口）と地域住民の憩いの場であり、交

流事業実践の拠点として定着しつつある。さらに、行政窓口である山古志支所や診

療所も併設されており、生活に必要なサービスも集約しつつある。 

昨年度のフィージビリティスタディを経て、今年度「やまこし復興交流館おら

たる」を拠点とした自動運転サービス実証実験を円滑かつ効果的に実施するた

め、実験実施計画の検討、実験の実施及び実験結果の検証等を行うことを目的と

して、本地域実験協議会を設立するものである。 

平成３０年１１月１６日 



「やまこし復興交流館おらたる」を拠点とした自動運転サービス

地域実験協議会 規約

（名称）

第１条 本会は、『「やまこし復興交流館おらたる」を拠点とした自動運転サービ

ス地域実験協議会』（以下、「地域実験協議会」）と称する。

（目的）

第２条 地域実験協議会は、「やまこし復興交流館おらたる」を拠点とした自動運

転サービス実証実験が計画的かつ効率的な準備・検討の推進が図られるよ

う、必要な検討と調整を行うことを目的とする。

（検討調整事項）

第３条 地域実験協議会は、次の事項について検討と調整、検証を行う。

（１）実験実施計画の検討

（２）実験実施に係る関係機関との調整

（３）実験の実施及び実験結果の検証

（４）その他、地域実験協議会が必要と認める事項

（構成）

第４条 地域実験協議会の委員は、別紙の委員で構成する。

２．委員の追加・変更は、地域実験協議会の承認を得るものとする。

（委員の任期）

第５条 委員の任期は、地域実験協議会での検討と調整、検証が完了するまでと

する。

（会長）

第６条 地域実験協議会の会長は、委員の中から互選により充てる。

２．会長は、地域実験協議会の会務を総括する。

３．会長が職務を遂行できない場合は、予め会長が指名する委員が、その職

務を代理する。

４．会長は、必要に応じて委員以外の関係者の出席を求めることができる。

（地域実験協議会の運営）

第７条 地域実験協議会は、会長の発議に基づいて開催する。

２．地域実験協議会は、運営にあたり必要な資料等を事務局に求めることが

できる。



（守秘義務）

第８条 委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはなら

ない。また、その職を退いた後も同様とする。

（地域実験協議会の公開について）

第９条 地域実験協議会は、実証実験のための検討・調整を行うことから、原則

非公開にて開催するものとする。なお、会議の内容により公開とする場合

もある。

（事務局）

第１０条 事務局は、国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所計画課、長岡市

都市整備部交通政策課、長岡市山古志支所地域振興課に置くものとす

る。

（その他）

第１１条 この規約に定めるもののほか、必要な事項はその都度協議して定める

ものとする。また、本規約の改正等は、出席委員の過半数の賛同をもっ

て行うことができるものとする。

（付 則）

１．この規約は、平成３０年 １１月 １６日から施行する。



委　　員 所　 　属
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス

実証実験の概要について

※本実験は内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）の
プロジェクトの１つとして実施するものです。

資料１



中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス

全国１３箇所で順次実験開始（平成２９年９月～）

●高齢化が進行する中山間地域において、人流・物流を確保するため、「道の駅」等を拠点とした
自動運転サービスを路車連携で社会実験・実装する。

生活の足の確保
（買物・病院、公共サービス等）

物流の確保
（宅配便・農産物の集出荷等）

地域の活性化
（観光・働く場の創造等）

貨客混載
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実験推進体制

●各地域における関係者間の調整、実験の運営・検証を行うため、「地域実験協議会」を設置
●今後の社会実装に向けたビジネスモデルの検討を行うため、「自動運転ビジネスモデル検討会」を設置

関係者間の調整、実験の運営・検証

地方整備局・運輸局

実験車両協力者

自治体

有識者

警察

等

地域実験協議会（地域毎に設置）

ビジネスモデルの検討

有識者

地域公共交通事業者

車両メーカー

保険会社、その他

省内関係部局

自動運転ビジネスモデル検討会

実験計画の全体企画、実証地域の選定、社会実装に向けた検討 等

社会実験・社会実装ＷＧ

国土交通省 自動運転戦略本部

地域住民（利用者）

物流事業者

福祉、観光協会、道の駅

等

（本部長 国土交通大臣）

（道路局、自動車局、総政局、国政局、都市局、観光庁）

本協議会 2



実証実験

Ｈ

年
度

～

道の駅等を拠点とした自動運転サービス 実証実験の進め方（案）

「道の駅」等を拠点とした自動運転サービスの２０２０年までの社会実装を目指す

29

○主にビジネスモデルの構築

○Ｈ２９年度に実験を実施した１３箇所のうち、車両調達の見通しやビジネスモデルの
検討状況等を踏まえて、準備が整った箇所から順次実施

○翌年度以降の早期社会実装を目指す
（平成３０年度は５～６箇所程度）

長期の実証実験（１～２か月程度）

※この他、Ｈ２９年度のＦＳ箇所のうち、地域での検討の熟度に応じて、順次実証実験を検討

30

(2017)

Ｈ

年
度

(2018)

○主に技術的検証やビジネスモデルの検討

○全国１３箇所で実施（総走行距離：約2,200km 参加者：約1,400人）

短期の実証実験（１週間程度）
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平成２９年度 実証実験箇所 位置図

こい

やまかわし
しょ

くすのき さと

あしきた

さと

おくえいげんじ けいりゅう さと

さとあしきたぐん あしきたまち

ひがしおうみし たてはたちょう

とちぎし にしかたまち

ひたちおおたし

みよしし

新潟県長岡市
（やまこし復興交流館おらたる）

ながおかし

岐阜県郡上市
（道の駅 明宝）

ぐじょうし

めいほう

愛知県豊田市
（道の駅 どんぐりの里いなぶ）

とよたし

滋賀県大津市
（道の駅 妹子の郷）

おおつし

いもこ

山口県宇部市
（楠こもれびの郷）

うべし

いいしぐん いいなんちょう

島根県飯石郡飯南町
（道の駅 赤来高原）
（ 11/11～11/17 ）

栃木県栃木市西方町
（道の駅 にしかた）

（ 9/2～9/7 ）

茨城県常陸太田市
（道の駅 ひたちおおた）

（ 11/18～11/25 ）

熊本県葦北郡芦北町
（道の駅 芦北でこぽん）

( 9/30～10/7 ) 滋賀県東近江市蓼畑町
（道の駅 奥永源寺 渓流の里）

( 11/11～11/17 )

あかぎこうげん

徳島県三好市
（道の駅 にしいや・かずら橋夢舞台）

( 12/3～12/9 )

富山県南砺市
（道の駅 たいら）
（ 11/26～11/30 ）

秋田県北秋田郡上小阿仁村
（道の駅 かみこあに）

（ 12/3～12/10 ）

きたあきたぐん かみこあにむら

なんとし

ばしゆめぶたい

こい くぼ

くすのき さと

さと

さと

北海道広尾郡大樹町
（道の駅 コスモール大樹）

（ 12/10～12/17 ）

ひろおぐん たいきちょう

たい
き主に技術的な検証

を実施する箇所

主にビジネスモデ
ルを検討する箇所

ビジネスモデルの更なる具体
化に向けてフィージビリティス
タディを行う箇所（机上検討）

：FS箇所：地域指定型 ：公募型

（５箇所） （８箇所）
（５箇所）

長野県伊那市
（道の駅 南アルプスむら長谷）

（ 2/10～2/16 ）

いなし

はせ

福岡県みやま市
（みやま市役所 山川支所）

（ 2/17～2/24 ）

山形県東置賜郡高畠町
（道の駅 たかはた）

（ 2/25～3/4 ）

ひがしおきたまぐん たかはたまち

にいみし

岡山県新見市
（道の駅 鯉が窪）
（ 3/10～3/16 ）
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バスタイプ 乗用車タイプ

①株式会社ディー・エヌ・エー ③ヤマハ発動機株式会社

②先進モビリティ株式会社 ④アイサンテクノロジー株式会社

実験車両

「車両自律型」技術

GPS、IMUにより自車位置を
特定し、規定のルートを走行
（点群データを事前取得）

定員： 6人（着席）

（立席含め10名程度）
速度： 10km/h程度

（最大：40km/h）

「路車連携型」技術

埋設された電磁誘導線からの
磁力を感知して、既定ルートを
走行

定員： ６人

速度： 自動時 ～12km/h 程度
手動時 20 km/h未満

「路車連携型」技術

GPSと磁気マーカ及びジャイロ
センサにより自車位置を特定
して、既定のルートを走行

定員： 20人

速度： 35 km/h 程度
（最大40 km/h）

「車両自律型」技術

事前に作製した高精度３次元
地図を用い、LｉDAR（光を用い
たレーダー）で周囲を検知しな
がら規定ルートを走行

定員： 4人（乗客2人）

速度： 40km/h 程度
（最大50 km/h）

GPS ：Global Positioning System，全地球測位システム IMU ： Inertial Measurement Unit，慣性計測装置
※速度は走行する道路に応じた制限速度に適応

※
※

5



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ビジネスモデルの内容について
（平成２９年度 フィージビリティスタディの結果報告）

「やまこし復興交流館おらたる」を拠点とした
自動運転サービス実証実験

資料２

※本実験は内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）の
プロジェクトの１つとして実施するものです。



○設 置 者：長岡市
○所 在 地：新潟県長岡市山古志竹沢甲２８３５番地

（長岡市山古志支所となり）
○路 線 名：新潟県道２４号 栃尾山古志線
○道路管理者：新潟県
○管理･運営者：NPO法人中越防災フロンティア
○供 用：平成２５年１０月

《概 要》

《位 置 図》

《全景写真》

《平 面 図》

１．「やまこし復興交流館おらたる」 の概要
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１．「やまこし復興交流館おらたる」 の概要
○中越大震災メモリアル施設として、平成25年10月に旧山古志会館を改修・オープンした施設であり、毎年３
万人以上の来館者がある。

○震災展示施設に留まらず交流スペースを置き、復興支援員の事務室もあることから地域住民も多く訪れる「総
合案内所(地域の玄関口)」と「地域住民の憩いの場」であり、「交流事業実践の拠点」として定着しつつある。

○H30年度に調理室の整備を行い、高齢者向け弁当宅配を実施予定。
○70台程度の駐車場あり。

展示スペース

やまこし復興交流館おらたる 交流スペース

所在地：長岡市山古志竹沢甲2835番地（長岡市山古志支所となり）
営業時間：9時～17時 ※平日は19時まで開館 ※展示室（火曜日定休）10時～16時

２



１．「やまこし復興交流館おらたる」 の概要 周辺施設
【山古志診療所】
○地域の診療所として、住
民個々の健康管理、疾
病管理を行っている。

○診察時間は、水曜日・
金曜日の午前中
（9～12時）。

３

【児童館】
○放課後の見守りや皆で
集まる居場所を作るため、
山古志体育館内に児
童館を開設。

○開設時間は、授業のある
平日 14～18時。

【アルパカ牧場】
○震災復興のシンボルであ
るアルパカと触れ合える
施設。

○営業期間は、雪解け～
12月頃。※冬期間は
越冬のため見学不可。

【山古志小中学校】
○山古志地域唯一の
小中学校。地域全
域から生徒・児童が
通学。

○山古志小学校の全
校児童数は、2２人。



２．自動運転実証実験 サービスイメージ

運行の基本方針
○人口密度の低い中山間地域では、個々のニーズの移動需要は少ない。

○生活の足や物流の確保、観光など様々なニーズに対応した運行を行い、移動需要を集約。

運行の目的
（サービスの対象）

○【目的①】物流の確保
対象：地域住民（油夫地区：9世帯、20人）
・地元野菜を集荷し、おらたるで調理した上で、給食弁当を宅配。
・貨客混載により、物流を効率化。
・さらに、宅配サービスとすることで独居高齢者の見守りも実施

○【目的②】地域の活性化
対象：観光客（おらたる来場者数：毎年3万人以上）
・山古志を訪れた観光客が、アルパカ牧場へ移動できるように支援。
・おらたるに自家用車を駐車して自動運転車に乗車（パーク&ライド）。
※アルパカ牧場は駐車場が少なく、周辺道路が狭小なため、パーク&ライドにより
アクセス性・安全性を向上。
※おらたるには毎年3万人以上の来館者があるため、本実験によりアルパカ牧場への周遊を促進。

○【目的③】生活の足の確保
対象：地域住民（油夫地区：9世帯、20人）
・油夫地区の住民が、診療所(山古志診療所)や公共サービス(山古志支所)へ移動できるように支援。

対象：小学生（山古志小学校：全校児童2２人）
・山古志小学校の児童が、児童館(山古志体育館)まで安全に移動できるように支援。
※現状では、歩道未整備の道路を徒歩で移動。
※山古志中学校生徒（全校生徒８人）についても利用状況を確認。
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○高齢化が進む震災復興地において、高齢者が生きがいで作った野菜を使用した給食提供サービスを開始
更に、高齢者宅にも宅配することで、高齢者の見守りも実施

○自動運転車の運行により、食材の出荷、調理、配達を円滑に行い、高齢者の生活を支援

＜サービスイメージ＞ ＜ビジネススキーム＞

やまこし
復興交流館
おらたる

高齢者高齢者

〔
運
営
側
〕

運営主体：長岡市
（コミュニティバス運営団体と連携）

運営主体：長岡市
（コミュニティバス運営団体と連携）

高齢者
自宅

高齢者
自宅

給食宅配
サービス
配送収入

高齢者
自宅

収穫物

地元野菜の
配送収入

生産者生産者

食材の出荷

給食
調理所

地元食材を使用し
た給食調理・宅配

地域住民地域住民

移送ｻｰﾋﾞｽに
対する運賃収入

３．ビジネスモデルについて
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第５回　中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会　資料抜粋
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

実証実験の計画について（案）

「やまこし復興交流館おらたる」を拠点とした
自動運転サービス実証実験

資料４

※本実験は内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）の
プロジェクトの１つとして実施するものです。



自動運転実証実験 走行ルート・走行方法

1

実験ルート

走行延長

走行方法

おらたる → 油夫地区・アルパカ牧場（フリー乗降区間） → 山古志小中学校 → おらたる

一般車両との混在区間：約１.８ｋｍ、 自動運転車専用の区間：約１.２ｋｍ （走行ルート計：約３km）

運転手が監視しながら自動走行
※ハンドル・アクセルは自動（緊急時は介入）
※「一般車両との混在区間」および「自動運転車専用の区間」での走行を実施。

専用区間出入口対策の
イメージ

出入口対策予定箇所



自動運転実証実験 運行シナリオ

2※例えば診察が長引いた場合などに、午前便②に間に合わない地域住民をサービス対象として、予約方式による運行を行う。



自動運転実証実験 運行シナリオ
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自動運転実証実験 運行シナリオ

4



自動運転実証実験 運行シナリオ
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自動運転実証実験 運行シナリオ
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自動運転実証実験 運行シナリオ

7

※例えば診察が長引いた
場合などに、午前便②に
間に合わない地域住民
をサービス対象として、予
約方式による運行を行う。



自動運転実証実験 主な検証項目
項目 実験において検証する内容

①道路・交通

○相互に円滑な通行のための道路構造の要件 ○自動運転に必要となる道路の管理水準
・後続車の追い越しを考慮した幅員 ・植栽の繁茂
・待避所、停留所の設置 ・狭小幅員
・歩行者、自転車との分離方法 ・縦断勾配 ・路肩駐停車車両

②地域環境 ○降雨・降雪による、前方カメラの検知能力 ○雪壁による、自動運転への影響

③コスト ○電磁誘導線の整備、維持管理コスト ○車両の維持管理コスト

④社会受容性
※アンケート調査
を実施

○自動運転技術への信頼性、乗り心地
・調査対象：実験参加者（小学生含む）
○自動運転車が地域内を走行することへの受容性
・調査対象：走行ルート沿線住民
○公共交通に自動運転技術が導入されることへの意識
・調査対象：実験参加者、走行ルート沿線住民

⑤地域への効果

○地域住民の外出を支援する実験 ○小学生の安全な移動を支援する実験
・診療所、公共サービスへの移動支援 ・小学校から児童館への移動支援
○観光面での活用実験
・観光利用者のニーズについての検討
○地域拠点⇔地区の集荷・宅配実験
・油夫地区から地域の拠点（おらたる）へ地元野菜を集荷
・地域の拠点（おらたる）から油夫地区へ給食弁当を宅配

⑥ビジネスモデル
の検討

○運営体制のあり方 ○採算性確保の方策
・自治体、交通事業者等の役割分担 ・将来の利用のニーズ（支払意思額等）
○他事業との連携
・新たな連携先のニーズ検討 8



（１）モニターは、実験実施日および運行ダイヤ決定後、事前に選定。
（２）地域住民のモニターは、長岡市山古志支所に協力を要請し、走行ルート沿線の住民から、事前に

選定する。
（３）小学生のモニターは、山古志小学校に協力を要請し、事前に選定する。

※あらかじめ保護者の同意を得る。
（４）観光客のモニターは、観光協会などに協力を要請し、事前に選定する。

【モニターの選定要件】
・乗降場所（おらたる）まで自力で来られる方
・実証実験参加に係る同意書へご署名いただける方
・アンケート調査にご協力いただける方（事前・事後）

自動運転実証実験 モニター

9

属性 停車場での乗降 アンケート・同意書の配布・回収方法

地域住民 油夫地区
おらたる

・当日、乗車する停車場で自動運転車乗車前に配布
・自動運転車乗車後、降車した停車場で回収
（アンケート調査はインタビュー形式）

小学生 山古志小学校
おらたる

・実験日までに、あらかじめ配布して保護者の同意を得る。
・アンケートについては、自動運転車乗車後、降車した
停車場でインタビュー形式で調査。

観光客 おらたる
アルパカ牧場

・当日、乗車する停車場で自動運転車乗車前に配布
・自動運転車乗車後、降車した停車場で回収
（アンケート調査はインタビュー形式）

【モニターの属性】

※非実験参加者（竹沢地区、虫亀地区）を対象に、別途郵送によるアンケート調査を予定。




